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鯉のぼりプロジェクト

GW の間、板橋区から特にでることもせず、地元に泳がせた鯉のぼりの監視役として張り付いていま

したが、それも今日でおしまい。強風で風に飛ばされてしまった親鯉を連れ戻したり、枝に刺さった鯉

のぼりをリリースしたり、そもそも反対されたり、マンションに囲まれた森の中で鯉のぼりをするのは、

気を使うことも多かったのです。

それでも、子供たち、子供連れの家族に手を伸ばされ、写真に収まる鯉のぼりは、多くの人の笑顔を

つくりました。良い企画だったねと声をかけて下さった方も多く、実施した甲斐がありました。地域の

子供のためだったらと鯉のぼりを譲って下さった方々は、地域コミュニティにおいてありがたい存在で

す。

季節感や日本の文化を感じる事や幸福感を得られるような事をこれからもやっていきたい。そう強く

思っています。

ご自宅にある鯉のぼりをゆずり受け、地域の子ども達の為に飾りました


